
トキワガキ
［木本］《中間》

区別のポイント

樹皮は古くなると黒くなり、不規則

な鱗片状に剥がれる。葉は互生し長楕

円形で革質。全縁で両面無毛。

形態 常緑小高木。高さ８～ 10m。

分布 本州中部以西。

名前の由来 常緑の柿。

葉 〈全体〉長楕円形で長さ５～ 12 ㎝、幅２～ 3.5 ㎝。表は濃緑色で裏は淡緑色。

〈付き方〉互生。

〈葉柄〉 0.5 ～１㎝。

〈基部〉くさび形。

〈葉先〉尖る。

〈縁〉全縁で少し波打つこともある。

備考

出典 ９

葉は柿の葉を厚くした様子。 果実は黒紫色に熟す。

樹皮は黒っぽい。


